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人 の う ご き

　第133回九州地区高校野球大会鹿児島県予選にお
いて、指宿商業高校が準優勝し、春の選抜高校野球
の出場に望みをつなげました。₁₀月₁₅日、野球部の
部員₁₅人らは準優勝の報告に豊留市長を表敬訪問。
部員らは一人ひとり、初出場となる秋の九州大会に
向けて決意を述べました。（₁₇ページに関連記事）

仲 間を、自分を信じて
九州地区高校野球大会県予選

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　43,312 人　 （＋  ５）
　男　　19,753 人　 （＋  15）
　女　　23,559 人　 （－  10）
世帯数　19,250 戸　 （－  ２）

税の種類 期　　別
市 県 民 税 ３期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

５期

口 座 振 替 日 11月25日（月）
納付書での納期限 12月２日（月）

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室管理係
　☎㉒2111（内線232）

指宿地域
₁₀月₂₈日～₁₁月３日 ㈲丸山水道工務店☎㉓3131
　　　　　　 （夜・休☎090-8911-3357）
₁₁月４日～₁₀日 ㈱福尚　　　 ☎㉒4529
　　₁₁日～₁₇日 ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉕2222）
　　₁₈日～₂₄日 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉓2190）
　　₂₅日～₁₂月１日 ㈱出口組　　 ☎㉖2105
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉖2165）

山川地域
₁₁月  ㈱福ヶ迫建設 ☎㉞1822
₁₂月  西設備　　　 ☎㉞1176

開聞地域 
₁₁月  ㈱丸新建設　 ☎㉜2227
₁₂月  ㈲中村組　　 ☎㉜2228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

₁₁月３日
（日）

【外科】指宿医療センター
　　　　（旧国立病院機構指宿病院）
【内科】指宿おおしげ内科（※）

☎㉒2231
☎㉓0788

₁₁月４日
（月）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】橋口医院

☎㉗1177
☎㉟0022

₁₁月₁₀日
（日）

【外科】木之下クリニック
　　　　  （旧木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック）
【内科】福岡医院（※）

☎㉓3940

☎㉜2022

₁₁月₁₇日
（日）

【外科】木之下クリニック
　　　　  （旧木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック）
【内科】大重内科

☎㉓3940
☎㉞1003

₁₁月₂₃日
（土）

【外科】今林整形外科病院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒2710
☎㉟0101

₁₁月₂₄日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】指宿浩然会病院(※)

☎㉗1177
☎㉒3295

₁₂月１日
（日）

【外科】指宿医療センター
　　　　（旧国立病院機構指宿病院）
【内科】小吉胃腸科クリニック(※)

☎㉒2231
☎㉔2011

項目 薬局名 電話番号月日
₁₁月３日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

₁₁月４日
（月）

なのはな薬局
しのはら薬局

☎㉔1111
☎㉟2757

₁₁月₁₀日
（日） イブスキ薬局 ☎㉔4516

₁₁月₁₇日
（日） まどか薬局 ☎㉟2120

₁₁月₂₃日
（土） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

₁₁月₂₄日
（日）

わたせ薬局
なのはな薬局

☎㉒4739
☎㉔1111

₁₂月１日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343
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市
内
の
至
る
所
に
湧
く
豊
富
な
温
泉
。

こ
の
大
地
の
恵
み
に
感
謝
す
る
指
宿
温
泉

祭
が
９
月
28
・
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
は
湯
権
現
で
の
祭
典
を
皮
切
り
に
、

高
下げ

た駄
を
履
い
た
猿さ

る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

田
彦
命
の
先
導
に
よ

る
神
輿
渡
御
で
幕
を
明
け
ま
し
た
。

　

祭
り
の
始
ま
り
を
告
げ
る
笛
と
太
鼓
の

音
が
街
中
に
鳴
り
響
く
と
、
そ
の
後
を
威

勢
よ
く
舞
う
神
輿
衆
が
続
き
、
市
民
の
祭

り
心
を
掻か

き
立
て
ま
し
た
。

　

各
団
体
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
ハ
ン
ヤ
踊

り
に
は
、
39
連
、
約
１
，３
０
０
人
が
参
加
。

指
宿
駅
前
通
り
に
三
味
線
の
音
色
が
響
き

渡
る
と
、
指
宿
ハ
ン
ヤ
節
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
踊
り
手
や
見
物
客
の
身
も
心
も
弾

み
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
指
宿
で
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
第
３
代

い
ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ
の
初
お
披
露
目

や
姉
妹
・
友
好
都
市
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の

ほ
か
、
指
宿
湯
豊
太
鼓
と
人
吉
球
磨
川
太

鼓
の
共
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
観
客
ら
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

初
日
の
最
後
は
指
宿
港
で
花
火
大
会
が

行
わ
れ
、
約
５
，０
０
０
発
の
花
火
が
色
と

り
ど
り
に
夜
空
と
海
上
を
飾
り
、
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
地
元
小
・
中
・
高
校
生
ら
に

よ
る
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
さ
く
ら

ま
や
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
、
大
抽
選
会

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
２
日
間
で
延
べ
約
２

万
５
千
人
も
の
人
が
訪
れ
、
祭
り
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
66
回
6

湯
が
や
さ
し
　
人
が
や
さ
し

人
情
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
　
湯
の
郷
い
ぶ
す
き

回

衣装もバッチリ、準備万端

笛や太鼓に合わせ、威勢よく神輿が踊る

青振連を中心に市内の各種団体らが一致団結して祭りを盛り上げる

祭りは最後まで大盛り上がり 沿道も多くの観客らで埋め尽くすにぎわい

そろいのハッピに身を包み、身も心も弾む夜空を彩る大輪の花火

姉妹・友好都市の皆さんもハンヤ踊りに参加 ハンヤの合間に一息

さくらまやさんのライブショー

原口泉先生の温泉歴史講話

気分も最高潮

指宿湯豊太鼓と人吉球磨川太鼓が共演

第２代いぶすき菜の花レディの皆さん
１年間ありがとうございました。

左から都外川恵（中野）さん、南薫（寺）さん、
徳永紗野賀（平原）さんです。

元気な笑顔を見せる女神
み こ し

輿連

湯
ゆのごんげん

権現で祭典を行う関係者

第３代いぶすき菜の花レディです
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さらに、エアコン（個室用）１台サービス！

写真はイメージです

※図面は基本プランです。ご要望に合わせて変更（フリープラン）も可能です。
申し込み・問い合わせ先　市土地開発公社（財政課財産契約係）　☎㉒2111（内線149）

　土地面積　326.05㎡（98.63坪）
　建築面積　  44.71㎡
　延床面積　  84.45㎡（25.54坪）

２階建３LDK
（区画番号306番）

特別価格で分譲中先着順
（残り１区画）

1,670万円（消費税込み）

洋室

洋室洋室

現地

指宿脳神経
外科

指宿警察署

ふれあい
プラザ
なのはな館指宿市役所

平屋建住宅のみの区画

※フリー区画は指定業者を問わず建設可能です。　

フリー区画※

２階建住宅が可能な区画
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外科

指宿脳神経
外科

いわもと耳鼻咽喉科
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いわもと耳鼻咽喉科
クリニック
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105

至なのはな館

至市役所方面

北
町
通
線

　

市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
11
月

29
日（
金
）ま
で
、
建
物
建
設
費
込

み
の
、
い
ぶ
す
き
菜
の
花
団
地
宅

地
分
譲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中

で
す
。

　

た
だ
し
、
期
間
中
に
申
し
込
み

い
た
だ
き
、
12
月
25
日（
水
）ま
で

に
ご
成
約
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
施
行
業
者
は
、
市
土
地

開
発
公
社
が
指
定
す
る
業
者
の
中

か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
区
画
に
つ
い

て
も
期
間
中
は
、
割
引
価
格
で
分

譲
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
、

お
見
逃
し
な
く
。 いぶすき菜の花団地

宅地分譲キャンペーン

締め切り間近！ 土地・建物・消費税込み
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二反
田川

指宿市役所
指宿庁舎

指宿南九州
消防組合

今林整形
外科病院

JR
二月田駅

物件②

物件①

物件③

物件④

面積
142.53㎡（約43坪）  
用途地域
第１種住居地域

面積
155.92㎡（約47坪）  
用途地域
第１種住居地域

面積
142.53㎡（約43坪） 
用途地域
第１種住居地域

面積
177.90㎡（約53坪） 
用途地域
第１種中高層住居専用地域

入
札
に
つ
い
て

○
ま
ず
、「
入
札
参
加
申
込
書
」
を

入
手
し
て
く
だ
さ
い
。
入
札
参

加
申
込
書
は
、
問
い
合
わ
せ
先

窓
口
、
郵
送
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

○
入
札
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
次
の
も
の
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
身
分
証
明
書

・
住
民
票
抄
本
、
ま
た
は
法
人
登

記
簿
謄
本

・
納
税
証
明
書

○
郵
便
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

は
、「
郵
便
書
留
」
に
て
、
申
込

締
切
日
必
着
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

入
札
参
加
の
主
な
条
件

○
別
途
指
定
す
る
日
時
ま
で
に
、

入
札
保
証
金
（
見
積
額
の
５
％

以
上
）
を
納
入
で
き
る
こ
と
。

○
保
留
地
の
売
買
契
約
締
結
後
、

30
日
以
内
に
代
金
を
全
額
納
入

で
き
る
こ
と
。

そ
の
他

○
所
有
権
移
転
登
記
の
申
請
は
、

換
地
処
分
後
に
施
行
者
（
市
）

が
行
い
ま
す
が
、
そ
の
費
用
は

買
受
人
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

○
今
回
購
入
す
る
土
地
は
、
換
地

処
分
に
伴
う
登
記
が
完
了
す
る

ま
で
は
、
原
則
と
し
て
他
人
に

譲
渡
で
き
ま
せ
ん
。

入
札
参
加
申
込
期
限

　

11
月
25
日（
月
）17
時
ま
で

入
札
、
開
札
日
時
・
場
所

12
月
17
日（
火
）10
時
か
ら
指
宿

庁
舎
１
階
第
１
会
議
室

資
料
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
都
市
整
備
課
都
市
整
備

係☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
６
３
）

保留地を売却します
十町土地区画整理地内

市では、十町土地区画整理地内の保留地を売却します。

 物件①　２街区９号画地  物件②　２街区12号画地

 物件④　54街区１号画地 物件③　20街区８号画地
所 在 地 十町地内
販売区画数 ４区画
上 水 道 市上水道
下 水 道 公共下水道
電 　 気 九州電力（株）

温 　 泉
民間業者による配湯
※配湯のないところも
ありますので、問い
合わせてください。

売却保留地の概要

保留地とは？
土地区画整理事業による市街地の
整備は、地権者からの土地の提供
（減歩）により行われます。減歩
により新しく生み出された土地の
中で、売却し事業費の一部に充て
る土地を保留地といいます。
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「
こ
こ
宮
ヶ
浜
は
、
温
泉
こ
そ

出
ま
せ
ん
が
、
地
下
天
然
水
が
豊

富
に
湧
出
す
る
ん
で
す
よ
」
と
笑

顔
で
説
明
す
る
の
は
、
㈲
大
山
甚

七
商
店
・
５
代
目
の
大
山
修
一
さ

ん
（
写
真
右
か
ら
２
人
目
）。

　

店
の
始
ま
り
は
江
戸
時
代
に
さ

か
の
ぼ
り
、
当
時
は
呉
服
商
を
営

ん
で
い
た
と
い
う
。
焼
酎
造
り
は

明
治
８
年
か
ら
乗
り
出
し
、
１
４

０
年
近
く
が
経
つ
。　

　

大
山
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
東

京
で
就
職
し
て
い
た
が
、
父
が
病

に
倒
れ
帰
郷
。
24
歳
の
若
さ
で
経

営
の
全
て
を
任
さ
れ
た
。

　

「
不
安
を
感
じ
る
よ
り
も
、
前

に
進
む
し
か
な
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
よ
う
に
、
伝
統
の
味
を
守
る

た
め
従
業
員
と
奔
走
し
て
き
た
。

数
々
の
壁
を
乗
り
越
え
、
経
営
は

い
っ
た
ん
安
定
し
て
い
た
も
の
の
、

バ
ブ
ル
崩
壊
や
大
型
店
の
進
出
な

ど
に
よ
り
、
一
時
は
醸
造
を
諦
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
も
あ
っ

た
と
い
う
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
10
年
ほ

ど
前
の
焼
酎
ブ
ー
ム
。
大
山
さ
ん

自
ら
が
杜と

う
じ氏
と
し
て
醸
造
を
再
開

し
た
。

　

「
最
初
の
一
杯
は
格
別
で
し
た

よ
。
全
て
の
苦
労
が
吹
っ
飛
び
ま

し
た
」
と
話
す
。

　

「
焼
酎
で
ふ
る
さ
と
を
元
気
に

し
た
い
」
と
の
想
い
か
ら
、
大
山

さ
ん
は
新
た
な
取
り
組
み
を
ス
タ

ー
ト
。
鹿
児
島
大
学
と
の
共
同
研

究
で
、
今
和
泉
島
津
家
別
邸
跡
周

辺
で
採
取
し
た
土
壌
か
ら
試
行
錯

誤
の
末
、
焼
酎
造
り
に
適
し
た
酵

母
の
分
離
に
成
功
。「
篤
姫
酵
母
」

と
名
付
け
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
酵
母
を
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
で
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
運
び
、
16
日
間
滞
在
さ
せ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
た
。

　

宇
宙
を
旅
し
た
篤
姫
酵
母
と
地

元
で
湧
出
す
る
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ

り
の
地
下
天
然
水
を
基
に
「
宇
宙

だ
よ
り
天

て
ん
し
ょ
う
ち
ゅ
う

翔
宙
」
が
完
成
。
や
さ

し
い
香
り
と
洗
練
さ
れ
た
味
わ
い

に
仕
上
が
り
、
今
も
人
気
を
集
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
同
商
店
で
は
若
手
の
育

成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
蔵
の

味
の
伝
承
や
篤
姫
酵
母
の
培
養
、

新
た
な
焼
酎
酵
母
の
探
究
な
ど
を

目
指
し
、
３
年
前
に
醸
造
所
内
に

研
究
室
を
設
け
た
。

　

ふ
る
さ
と
を
想
う
５
代
目
の
熱

意
と
、
若
手
の
探
究
心
に
、
次
な

る
逸
品
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

　

不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
は
、
重

大
な
犯
罪
で
す
。
市
内
で
も
家
庭

や
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
を
、
道

路
や
山
林
な
ど
に
不
法
投
棄
し
て

い
る
場
所
が
見
ら
れ
ま
す
。
不
法

投
棄
は
ま
ち
の
景
観
を
損
な
い
ま

す
。
ご
み
は
必
ず
決
め
ら
れ
た
方

法
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
で
は
産
業
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
の
根
絶
を
図
る
た
め
、

毎
年
11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強

化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
一

人
ひ
と
り
が
、「
不
法
投
棄
を
し
な

い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
た
ら
す

ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
指
宿
を
訪
れ
る
観
光

客
に
、
良
い
旅
の
思
い
出
を
持
ち

帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、「
美
し
い

指
宿
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
心
掛
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

産
業
廃
棄
物
に
関
す
る
連
絡
先

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

課☎
０
９
９-

２
８
６-

３
８
１
０

特産品
シリーズ
VOL.5

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
⑥

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

特産品特産品特産品特産品
シリーズ
VOL.5VOL.5VOL.5VOL.5VOL.5VOL.5VOL.5

ふるさとへの想
おも

いを
　　　焼酎にのせて
　  ～㈲大山甚七商店～

山林や空き家の敷地内に不法投棄されたごみ

　

提
案
公
募
型
補
助
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
市
民
団
体
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
、
地
域
の
防
災
活

動
や
高
齢
者
支
援
活
動
、
指
宿
の

商
業
・
観
光
の
発
展
に
寄
与
す
る

活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

が
詰
ま
っ
た
公
益
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

相
談
・
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

　

プ
推
進
係
（
共
生
・
協
働
支
援

　

セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

　

FAX
㉖
３
１
５
０

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

提
案
公
募
型

補
助
事
業
を
募
集

〜
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
問
題
解
決
に
〜

指
宿
の
た
め
に

地
域
の
た
め
に

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た

事
業
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
団
体
や
自
治
会
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
や
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
部
を
補
助
し
、
市
と

協
働
で
行
う
提
案
公
募
型
補
助
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

防災を通じて地域の絆をつくろう！
（やなきた“絆”プロジェクト）

いぶたまに手を振っておもてなしを！
（今和泉地域「いぶたま」歓迎事業）

指宿の花のすばらしさを知ろう！
（花育による子どもたちの豊かな心を育む事業）

指宿の魅力を満喫できる空間を作ろう！
（いぶすきマルシェ）

指宿の自然環境を守ろう！
（LOVEいぶすき普及推進事業）

耕作放棄地をよみがえらせよう！
（ナガタン田んぼ景観形成事業）

ま
ず
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

募集期間
11月11日（月）～12月13日（金）

まずは、相談を

平
成
26
年
度 
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つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
現
在
、
個
々
の
農
家
で
は
、
生

産
技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
出
荷
を
切

ら
さ
ず
産
地
の
特
徴
を
出
せ
る
品
種
構
成

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

個
人
、
ま
た
組
織
と
し
て
、
こ
う
い
っ

た
努
力
を
続
け
、
市
場
や
消
費
者
か
ら
の

要
望
に
応
え
て
い
け
ば
、
指
宿
産
の
評
価

は
も
っ
と
上
が
り
、
価
格
は
安
定
し
て
い

く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ

と
が
、
指
宿
で
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
を
生
産
す

る
こ
と
の
魅
力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
産
地
発
展
の
た
め
に
は
、

「
花
育
」
の
推
進
も
必
要
で
す
。

　

近
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が

進
み
、
以
前
と
比
べ
て
花
を
買
う
人
、
家

庭
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

花
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
私
た

ち
の
心
を
癒
や
し
、
生
活
に
張
り
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

　

温
暖
な
指
宿
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
、
花
き
類
が
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
、
花
を
取
り
入

れ
た
日
常
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
「
花
」
を
意
識

さ
せ
る
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
私
た
ち
生
産
農
家
自
身
も
、
そ
う

い
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
花

を
必
要
と
す
る
生
活
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

おすすめ

レシピ旬
今月のレシピ紹介者

ＪＡいぶすき
山川地区女性部

　

ス
プ
レ
ー
ギ
ク
は
、
つ
ぼ
み
を
摘
ま
ず

に
房
咲
き
仕
立
て
に
し
た
キ
ク
の
こ
と
で

す
。
色
や
形
が
豊
富
で
、
洋
風
、
和
風
、

ど
ち
ら
の
生
け
花
と
も
相
性
が
良
い
こ
と

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

多
く
は
秋
ギ
ク
の
品
種
で
、
生
産
農
家

は
電
照
と
短
日
処
理
に
よ
っ
て
開
花
の
調

節
を
行
い
ま
す
。
長
日
の
春
夏
は
花
芽
分

化
を
促
進
す
る
た
め
の
シ
ェ
ー
ド
（
遮
光
）

設
備
を
、
短
日
の
秋
冬
に
は
花
芽
分
化
を

抑
え
て
茎
を
伸
ば
す
た
め
の
電
照
設
備
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
ギ
ク
は
、
昭
和
50
年
代
に
市

内
に
導
入
さ
れ
、
山
川
地
域
を
中
心
と
し

て
、
県
内
で
も
有
数
の
産
地
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

　

指
宿
産
の
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
は
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
り
、
ま
た
花
持
ち
も
良
い
こ
と
か

ら
、
市
場
や
消
費
者
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
の
電
照
は
と
て
も

幻
想
的
で
、
市
内
の
夜
の
農
村
風
景
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
就
農
当
初
、
両
親
と
共
に
ス
プ
レ

ー
ギ
ク
の
ほ
か
、
洋
ラ
ン
、
露
地
野
菜
を

栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

　

転
機
は
平
成
18
年
の
時
に
、
ス
プ
レ
ー

ギ
ク
を
栽
培
す
る
仲
間
と
共
に
生
産
組
合

を
立
ち
上
げ
た
と
き
で
す
。
硬
質
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
そ
の
翌
年
か

ら
、
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
を
専
門
に
栽
培
す
る

農
家
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
プ
レ
ー
ギ
ク
を
専
門
に
扱
う
よ
う
に

な
り
、
よ
り
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
技
術
の
奥
深
さ
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
水
や
り
一
つ
を
と
っ

て
も
、
時
期
や
量
で
出
来
上
が
り
に
差
が

出
て
し
ま
う
な
ど
、
一
筋
縄
で
は
い
き
ま

せ
ん
。
指
宿
の
気
候
、
風
土
に
合
っ
た
技

術
の
定
着
ま
で
も
う
一
歩
で
す
。

　

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
産
地
を
目
指
し
て
、

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
山
川
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
部
会

で
は
積
極
的
に
先
進
地
研
修
に
出
向
き
、

良
い
も
の
は
取
り
入
れ
、
よ
り
高
品
質
の

ス
プ
レ
ー
ギ
ク
を
生
産
す
る
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
活
動
を
続
け
る
中
、

平
成
23
年
か
ら
は
部
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
農
家
は
、
年
々

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
始
め
る
た
め
に
は
、
施
設
導
入
費
や

資
材
費
、
燃
料
費
等
の
経
費
が
掛
か
る
た

め
、
現
在
の
景
気
状
況
を
鑑
み
る
と
、
新

規
参
入
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
産
地
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
年
間
を
通
し
て
出
荷
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
出
荷
が
途
切
れ
て
し
ま
う
と
、

市
場
か
ら
の
信
頼
を
損
ね
、
値
下
が
り
に

指宿の　　り彩
私たちのふるさとは、四季折々の野菜をはじめ、豊かな
資源に恵まれた「食」と「健康」のまちです。
ここでは、ふるさとが育む「彩り」と、それらを支える
産地の思いを紹介します。

主
な
品
種

概　
　

要

　スプレーギクは多数の品種があ
り、花色や花形が豊富で用途も多
様化しています。電照施設による開
花調整技術と開花特性の異なる品
種を組み合わせることで、周年出
荷技術が確立しており、県の花生
産の主力となっています。

学　

名

栽
培
面
積
等

出　

  

荷　

  

量

主　

産　

地

生
産
量

セイエルザ、ディックモナ、
レミダス、セイカナリア、
ロリポップ、オルフェ　など

Dendranthema randiflorum
和名／キク、イエギク
英名／chrysanthemum

市栽培面積　約28.3ha
市生産農家　40戸

（平成23年度）

生産本数　9,540千本
生産額　396,450千円

（平成23年度）

平成23年度　主な生産地

栃木
10%

和歌山
5%

群馬
4%

鹿児島
22%

愛知
35%

その他
24%

平成23年度  JAいぶすき取扱高（スプレーギク）

1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0

50

100

150

200

250

300
千本

濵田　竜典さん　　地区：高尾

スプレーギク

産
地
発
展
の
か
ぎ
は
「
花
育
」

さつま芋ご飯

問い合わせ先　農政課農政係　☎㉒2111（内線711）

（１人分）　エネルギー　344kcal　　塩分相当量　 0.6g

■米　　　　　 ２合
■黒米　　　　15ｇ
■サツマイモ  200ｇ
■水　　　 　560ml
■ごま塩　　　 適量

①黒米と白米を洗い、30分ほど浸
漬させておく。

②芋は皮ごとサイコロ切りにし、
水に漬けておく。

③①に、②を加え炊飯する。
④炊き上がったら器に盛り、好み

でごま塩をかける。

作り方 材料（４人分）
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報
恩

謝
徳

　

今
が
旬
の
柿
。

「
柿
は
渋
き
よ
り
甘
き
に
入
り
、

人
は
甘
き
よ
り
渋
き
に
入
る
」

　

明
治
文
壇
の
鬼
才
、
斎
藤
緑
雨

の
言
葉
で
す
。

　

渋
柿
は
熟
す
と
甘
く
な
り
、
逆

に
人
間
は
年
月
を
経
る
と
渋
み
が

出
て
く
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
面
白

い
対
比
で
す
が
、
わ
が
身
を
振
り

返
れ
ば
ま
だ
ま
だ
甘
さ
が
目
立
つ

よ
う
で
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

　

辛
辣
（
し
ん
ら
つ
）
な
警
句
を

数
多
く
残
し
た
緑
雨
の
こ
と
で
す

か
ら
、
人
は
な
か
な
か
熟
さ
な
い

も
の
、
と
い
う
皮
肉
を
込
め
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
柿
が
た
く
さ
ん
枝
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
人
か
ら

庭
先
に
な
っ
て
い
る
柿
を
い
た
だ

き
、
美お

い味
し
く
食
べ
た
子
ど
も
の

こ
ろ
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

誰
に
も
収
穫
さ
れ
ず
、
熟
し
て

地
面
に
落
ち
る
日
を
待
っ
て
い
る

柿
を
思
う
と
、
実
に
も
っ
た
い
な

い
気
が
し
ま
す
。

　

ド
ン
グ
リ
と
は
ブ
ナ
科
の
木
の

実
の
総
称
で
す
。

　

作
家
い
わ
さ
ゆ
う
こ
さ
ん
の
著

書
に
「
ど
ん
ぐ
り
見
聞
録
（
山
と

渓
谷
社
）」と
い
う
楽
し
い
本
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
興
味
深
い
の

は
、
ド
ン
グ
リ
と
こ
れ
を
食
べ
る

動
物
た
ち
の
「
せ
め
ぎ
合
い
」
が

語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ブ
ナ
科
の
木
は
５
年
か
ら
７
年

に
１
度
「
大
な
り
年
」
と
い
っ
て
、

全
て
の
木
が
一
斉
に
大
量
の
実
を

落
と
し
ま
す
。
１
本
の
ク
ヌ
ギ
か

ら
１
万
個
の
実
を
落
下
さ
せ
る
こ

と
も
あ
り
、
ド
ン
グ
リ
が
好
物
の

ク
マ
、
リ
ス
、
野
ネ
ズ
ミ
と
い
っ

た
動
物
た
ち
は
こ
の
「
ご
ち
そ
う
」

に
群
が
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
食
べ

き
れ
ず
残
っ
た
ド
ン
グ
リ
が
、
や

が
て
芽
を
出
し
大
き
な
木
に
育
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
年
、
腹
一
杯
に
な
っ
た
動

物
た
ち
は
子
ど
も
を
産
み
育
て
ま

す
が
、
翌
年
は
ド
ン
グ
リ
の
実
が

少
な
く
餓
死
す
る
こ
と
さ
え
あ
り

ま
す
。

　

「
大
な
り
年
」
が
あ
る
の
は
、

毎
年
同
じ
よ
う
に
実
を
落
と
し
て

い
て
は
全
部
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う

か
ら
、
と
い
う
ブ
ナ
の
「
知
恵
」

の
よ
う
で
す
。
芽
の
成
長
が
思
わ

し
く
な
い
と
見
る
と
、
２
年
後
に

も
う
一
度
、
大
な
り
年
を
設
け
る

こ
と
さ
え
あ
る
と
い
い
ま
す
か
ら

実
に
不
思
議
で
す
。

　

最
近
、
人
家
近
く
に
ク
マ
が
出

没
し
て
い
る
様
子
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
豊
作
の
年
に
増
え
た
ク

マ
の
食
べ
物
が
足
り
ず
、
人
里
近

く
に
出
没
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ブ
ナ
の
木
に
「
も
う
少
し
ク
マ

に
餌
を
や
っ
て
」
と
注
文
し
た
く

も
な
り
ま
す
。

　

枝
に
残
さ
れ
た
多
く
の
柿
に
、

も
っ
た
い
な
い
と
思
う
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

　

人
口
と
観
光
客
の
減
少
は
、
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

お
り
、
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
人
の
旅
行
ス
タ
イ

ル
は
、
ま
ち
歩
き
な
ど
地
域
素
材

に
触
れ
合
え
る
も
の
や
ひ
と
つ
の

地
域
内
で
完
結
せ
ず
に
、
広
域
で

観
光
を
す
る
も
の
へ
と
変
化
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
単
独
で

観
光
振
興
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

他
の
自
治
体
の
魅
力
も
織
り
交
ぜ

な
が
ら
、
観
光
客
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

本
市
の
周
り
に
は
、
日
本
有
数

の
お
茶
所
で
あ
る
南
九
州
市
や
山

川

－

根
占
フ
ェ
リ
ー
で
つ
な
が
る

大
隅
エ
リ
ア
、
ま
た
高
速
船
で
つ

な
が
る
屋
久
島
・
種
子
島
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
海
」
の
温
泉
地
で
あ

る
本
市
と
並
び
、「
山
」
の
温
泉
地

と
し
て
有
名
な
霧
島
市
、
そ
し
て

鹿
児
島
市
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
ま
ち
や
エ

リ
ア
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す

る
た
め
、
新
た
な
魅
力
あ
る
広
域

観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
都
市
圏
で

の
合
同
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
代

理
店
へ
の
観
光
素
材
セ
ー
ル
ス
を

展
開
す
る
な
ど
、
指
宿
を
拠
点
と

し
た
プ
ラ
ス
一
泊
の
推
進
や
リ
ピ

ー
タ
ー
の
拡
大
を
目
指
し
、
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

踏
ま
え
、
本
市
が
県
全
体
の
観
光

を
楽
し
め
る
拠
点
へ
と
発
展
す
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
指
宿
の
魅
力
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
交
流
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

広
域
連
携
で
さ
ら
に
魅
力
ア
ッ
プ

30

自
然
の
営
み

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

 

先
、
佐
々
木
一
族
の
霊
を
祀ま

つ

っ
た

神
社
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
明
治

の
初
め
ま
で
は
佐
々
木
神
社
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　　

ホ
テ
ル
が
立
ち
並
ぶ
湯
の
浜
の

一
角
に
、
洞
窟
の
よ
う
に
穴
の
開

い
た
大
き
な
岩
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
見
る
と
こ
の
大
き
な
岩
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
で
、
そ
れ
ら

が
互
い
に
も
た
れ
か
か
る
よ
う
に

重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
探
検
の

会
の
東
川
隆
太
郎
さ
ん
は
、
こ
の

穴
を
第
二
次
大
戦
末
期
に
建
造
さ

れ
た
水
際
陣
地
の
跡
で
は
な
い
か

と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
末
期
、
１
９
４
５
年
の
春
、

ア
メ
リ
カ
軍
は
日
本
本
土
へ
の
上

陸
作
戦
を
計
画
し
ま
す
。
作
戦
名

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦
。
作
戦
発

動
は
１
９
４
５
年
11
月
１
日
午
前

６
時
で
し
た
。

　

参
加
予
定
兵
力
は
約
42
万
人
。

空
母
・
戦
艦
な
ど
約
２
，９
０
０
隻

が
集
結
す
る
大
規
模
な
作
戦
で
す
。

　

上
陸
を
予
想
し
て
い
た
日
本
軍

は
本
土
決
戦
に
備
え
て
、
薩
摩
半

島
南
部
の
防
衛
の
た
め
第
１
４
６

師
団
、
通
称
「
護
南
兵
団
」
を
編

郎
や
萩
原
守
衛
ら
と
共
に
日
本
近

代
彫
刻
を
築
き
上
げ
た
人
物
で
す
。

　

新
海
は
、
自
身
が
騎
兵
隊
に
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
騎
馬
像
を
得

意
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
大
山

巌
の
騎
馬
像
も
彼
の
代
表
作
の
１

つ
で
す
。

　

も
と
も
と
こ
の
像
は
、
大
正
12

年
に
巌
の
子
で
あ
る
大
山
柏
が
大

山
神
社
に
奉
納
し
た
も
の
で
す
。

　

伝
承
に
よ
る
と
、
大
山
巌
の
祖

先
は
、
佐
々
木
姓
を
名
乗
っ
て
い

ま
し
た
が
、
中
世
の
動
乱
期
に
大

隅
か
ら
大
山
に
移
住
し
た
後
、
大

山
姓
を
名
乗
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
大
山
神
社
は
大
山
巌
の
祖

　

大
山
郷
土
資
料
館
に
は
、
地
区

で
収
集
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
具

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
木
箱
に
は
、

精
緻
で
美
し
い
騎
馬
像
の
彫
像
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

彫
刻
の
モ
デ
ル
は
、
薩
摩
藩
出

身
の
大
山
巌
で
す
。
明
治
時
代
の

軍
人
で
、
西
郷
隆
盛
の
い
と
こ
に

当
た
る
人
物
で
す
。
日
露
戦
争
で

は
、
同
じ
薩
摩
藩
出
身
の
東
郷
平

八
郎
と
並
ん
で
「
陸
の
大
山
、
海

の
東
郷
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
は
、
西
南
戦
争
に
お
い
て

政
府
軍
の
指
揮
官
と
し
て
、
皮
肉

に
も
西
郷
隆
盛
ら
と
戦
い
ま
す
。

大
山
は
こ
の
こ
と
を
生
涯
気
に
し
、

二
度
と
鹿
児
島
に
帰
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

騎
馬
像
の
作
者
は
、
明
治
か
ら

大
正
に
か
け
て
活
躍
し
た
彫
刻
家

の
新
海
竹
太
郎
で
す
。
高
村
光
太

成
し
、
海
軍
と
協
力
し
て
錦
江
湾

の
閉
鎖
を
試
み
ま
す
。

　

東
川
さ
ん
は
、
指
宿
が
錦
江
湾

の
入
り
口
に
あ
り
、
摺
ヶ
浜
も
ア

メ
リ
カ
軍
が
上
陸
す
る
の
に
格
好

の
浜
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
陸

に
備
え
て
建
設
さ
れ
た
も
の
と
み

て
い
ま
す
。

　

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け

入
れ
、
１
９
４
５
年
８
月
15
日
、

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
作
戦
は
中
止
さ
れ
、
南
九
州

で
の
戦
闘
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
摺
ヶ
浜
の
水
際
陣
地
」
は
、

平
和
を
考
え
て
い
く
上
で
、
貴
重

な
戦
争
遺
産
の
１
つ
と
い
え
ま
す
。

参
考
文
献

八
巻
聡「
第
百
四
十
六
師
団（
護

南
兵
団
）
に
つ
い
て
」
南
九
州

市
薩
南
文
化
第
４
号　

２
０
１

２
年
南
九
州
市

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
95

子
ど
も
の
人
権

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
児
童
虐
待

問
題
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た

め
、
毎
年
11
月
を
「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
子
ど
も
は
、
家
族
や
社

会
か
ら
愛
さ
れ
、
健
や
か
に
毎
日

を
暮
ら
す
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
児
童
虐
待

に
よ
る
事
件
は
後
を
絶
た
ず
、
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
は
、
子
ど
も
の
重
大
な
人

権
侵
害
と
な
る
ば
か
り
か
、
心
身

に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
て
し
ま
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
虐
待
は
、
家
庭
と
い
う
密
室

で
起
こ
り
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、

地
域
の
人
た
ち
の
見
守
り
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

普
段
か
ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
な

ど
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
、
そ
し

て
、
親
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
た

ち
を
「
地
域
の
宝
」
と
し
て
、
み

ん
な
で
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
戸
籍
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

大
山
神
社
の
騎
馬
像
と

回
避
さ
れ
た
上
陸
作
戦

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
90

大
山
巌
の
騎
馬
像

摺
ヶ
浜
の
水
際
陣
地
跡

大山巌の騎馬像

水際陣地跡と推測される穴
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問い合わせ先　実行委員会事務局　☎352007　090－5941－6505

前売券の問い合わせは、指宿市観光協会まで

ノルディックウオークの体験（子どもから大人まで参加できます）
指宿市営陸上競技場
日　時：11月21日（木）～23日（土）10：00～17：00（随時）
集合場所：陸上競技場前テント
内　容：ノルディックの使用法やウオークを指導

伊能忠敬が「天下の絶景」と賞賛した地 頴娃番所鼻コース
（参加料 300円）
日　時：11月24日（日）10：00～12：00
集合場所：南九州市番所鼻　9：00～受付開始

実　践
コース

協力／全日本ノルディック・ウオーク連盟 鹿児島県支部
☎㉒3252問い合わせ先

特別講演会  会場：指宿市民会館

12広報いぶすき　11月号2013.11　No.95ⅠBUSUKⅠ13



まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　９月21日、区民の絆を深め地域活性化を図るため、
大山区内の畑で集落営農クラブ（内村一行代表）と
地域住民約100人が、サツマイモの収穫を行いまし
た。畑は、同クラブや地域住民が協力し、荒地を３
年かけて開墾。環境整備や土づくりを行い、今年４
月にやっと植え付けまでこぎつけました。内村さん
は、「作物が育つか心配したが、地域住民が協力し、
とても良いイモができた」と喜びを話しました。

　毎年、黄色いじゅうたんを広げたように満開の菜
の花で、マラソンランナーや観光客の目を楽しませ
てくれる池田湖畔の花壇の準備が始まりました。
　10月７日、今年も㈲畠久保牧場（上久保操代表取
締役）が湖畔の畑約40ａに約12ｔの堆肥を無償で提
供してくれました。上久保さんは、「去年の菜の花は
幹も太く、元気に育った。今年もランナーが菜の花
を見て、元気に走ってほしい」と話しました。

３ 年間の思いが実る

黄 色いじゅうたんに期待

大山区民がサツマイモを収穫

堆肥を無償で散布

笑顔で収穫する区民ら

満開の菜の花を期待する上久保さん（右）

受賞を喜ぶ廣田さん（中央右）

農家らにバイオ苗を手渡す生徒たち

　９月５日、鹿児島市で「鹿児島県くらし安全・安
心県民大会」が行われ、廣田康清さん（中小路）が
防犯功労者として表彰されました。廣田さんは平成
８年から13年間、地域安全モニターとして活躍。そ
の後も、自主防犯ボランティア団体などで防犯活動
に取り組んできたことが評価されたものです。廣田
さんは、「今後も地域の人たちと、子どもたちの成長
を見守っていきたい」と話しました。

　９月25日、山川高校で園芸工学・農業経済科の生
徒48人が育てたバイオサツマイモ苗の引き渡し式が
行われました。バイオ技術で生育した苗は、果皮が
滑らかで形が揃

そ ろ

いやすいのが特長。３年生の古田美
羽さんは、「今年で21年目になる事業。先輩方の伝統
を受け継いで、農家の人たちに品質の良いイモを作
ってほしい」と話しました。同校は、年内までに約
２万５千本の苗を農家などに供給する予定です。

子 どもたちを優しく見守る

地 域農業を支えるバイオ苗

防犯功労者として表彰

バイオサツマイモ苗の引き渡し式

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

いぶすき子ども映画祭会長賞　「はんぶんこ」鹿児島中央高等学校放送部／葊瀬立子、藤木智美、渡瀬華、
伊尻萌、佐々木菜帆、徳永成美、藤原なつき
指宿市議会議長賞　「ぴつくんの教え」柳田小学校５年／丸野寧
指宿市教育委員会賞　「助ける勇気」利永小学校５・６年／南歩花、上野文哉、上野琴美
審査員特別賞（３作品）
○古田賞「自分を信じて」／南指宿中学校２年／上原桃花、中川路莉子、根来真央、緒方美羽
○佐藤賞「私があの子だったら」／南指宿中学校２年／黒田麻祐、前原詩織、引地彩乃
○朝隈賞「一つの問題で」／小湊小学校４年／平川じゅり、山元翔吾、川口りさ
奨励賞（６作品）「Ｐａｓｔ」／佐賀清和高等学校放送部、「二回目の転校」／東谷山小学校６年、「二人で
いれば」／熊本西高等学校放送部、「ターゲット」／北指宿中学校１年、「Ｂｅｆｏｒｅ　ｔｏｏ　ｌａｔ
ｅ」／修猷館高等学校映画制作部、「表裏一体」／春日高等学校放送部
学校奨励賞（４組）　利永小学校、清和小学校、南指宿中学校、佐賀清和高等学校

いぶすき子ども映画祭会長賞
作品名「はんぶんこ」

過去にあったいじめが原因で夏が嫌いな高
校生、瑛子（えいこ）。そんな彼女を救った
ものとは･･･

指宿市議会議長賞
作品名「ぴつくんの教え」

ごみを捨てようとしたら、ごみ箱に上履き
が捨てられているのを発見。きっとこれは
いじめに違いない･･･

指宿市教育委員会賞
作品名「助ける勇気」

いじめにあった女の子に、１人の女の子が
声を掛けようとするが迷う。勇気をふりし
ぼり、声を掛けると･･･

入賞作品・受賞者の紹介

今回受賞した12作品は、市のホー
ムページで公開しています。
http://www.city.ibusuki.lg.jp

　

９
月
28
日
、
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画

祭
（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
で
本
選
大
会
）

の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
し
て
、
い
ぶ
す

き
子
ど
も
映
画
祭
が
丹
波
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
い
じ
め
」。九
州
管

内
の
小
・
中
・
高
校
か
ら
、
自
由
テ
ー
マ

を
含
む
63
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
す
べ
て
の
作
品
は
、
映
像
作

家
の
古
田
亘
氏
、
女
優
の
佐
藤
友
紀
氏
、

人
形
作
家
の
朝
隈
俊
男
氏
（
本
市
出
身
）

が
事
前
に
審
査
し
、
入
賞
作
品
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

上
映
会
で
は
、
制
作
者
や
一
般
市
民
ら

約
１
５
０
人
が
作
品
を
鑑
賞
。
本
選
大
会

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
３
作
品
を
含
む
12
作

品
を
上
映
し
、
入
賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

会
長
賞
に
は
、
鹿
児
島
中
央
高
等
学
校
の

生
徒
が
制
作
し
た
「
は
ん
ぶ
ん
こ
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
柳
田
小
学

校
５
年
の
丸
野
寧
さ
ん
が
制
作
し
た
、「
ぴ

つ
く
ん
の
教
え
」
が
市
議
会
議
長
賞
に
選

ば
れ
た
ほ
か
、
利
永
小
学
校
５
・
６
年
生

が
制
作
し
た
「
助
け
る
勇
気
」
が
市
教
育

委
員
会
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
映
画
祭
終
了
後
に
は
、
同
日
に

開
催
さ
れ
た
指
宿
温
泉
祭
の
メ
ー
ン
ス
テ

ー
ジ
に
お
い
て
、
上
位
３
作
品
の
上
映
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

映
像
で
知
る
子
ど
も
た
ち
の
想
い

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
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まちの話題

　このたび６人が満100歳を迎え、市と市社会福祉
協議会は祝い金と記念品を贈り長寿を祝いました。

　塚本ゆ里さん（田良）は９月10日生まれで、自宅
で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、
「若い時から指を使った仕事をしていました。今も
時々針を使ってほころび縫いをします。食事も毎日
規則正しく食べて生活しているからでしょうか」（塚
本さんの親族）と話してくれました。

　肥後八重さん（大牟礼西）は９月10日生まれで、
千寿園で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋
ねると、「毎日体操をすること、くよくよしないこと、
何でもよく食べること、お友達と仲良く語ることで
しょうか」（肥後さんの親族）と話してくれました｡

　吉元フヂヱさん（摺ヶ浜北）は９月15日生まれで、
徳光苑で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋
ねると、「魚を好んで食べ、ゆっくりとよく噛

か

んで食
べていたことでしょうか」（吉元さんの親族）と話し
てくれました｡

　今村シツコさん（道下上）は９月22日生まれで、
自宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ね
ると、「食事をしっかりとること、穏やかで前向きな
性格で、相手の話をよく聴き、自分の考えをしっか
りもって生活していることでしょうか」（今村さんの
親族）と話してくれました｡

　酒賀友江さん（町５区西）は９月22日生まれで、
伊藤記念病院で過ごしています。長寿の秘けつを尋
ねると、「若い時から栄養と健康に留意して生活した
ことでしょうか」（酒賀さんの親族）と話してくれま
した｡

　今福スミさん（谷村）は10月５日生まれで、宮薗
病院で過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、
「毎日のようにお墓参りに行き、ご先祖を大切にし
ていたこと、牛を飼う仕事を一生懸命にしていたこ
とでしょうか」（今福さんの親族）と話してくれまし
た｡

　皆さん、いつまでも長生きしてください。

い つまでも長生きで
100歳長寿を祝う

今福スミさん酒賀友江さん

塚本ゆ里さん

肥後八重さん

吉元フヂヱさん

今村シツコさん

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

打線がつながり同点に追いつく 堂々の指宿商業高校野球部員歓声に沸く応援団

力投を見せる村山選手

　第133回九州地区高校野球大会鹿児島県予選において、指宿商業高校
が44年ぶりの決勝進出を決めました。10月６日、神村学園との決勝戦が
県立鴨池球場で行われ、球場には学校関係者や父母会、ＯＢらが応援に
駆け付けました。
　強力打線を誇る神村学園に先制点を許すも、ここまで全５試合を完投
してきたエース村山孝輔さん（上手）の粘りの投球に守備陣も無失策で
もり立てました。四回表に永谷謙斗さん（外城市）が放ったヒットで同
点に追いつくと、ベンチやスタンドからは大歓声。試合は五回裏、２死
一塁から本塁打を放たれ２点差に勝ち越されましたが、九回表には１点
を返すなど粘りも見せました。惜しくも準優勝となりましたが、選手た
ちの頑張りにスタンドからはたくさんのエールや拍手が送られました。
今大会の成績により指宿商業高校は、来春の選抜大会出場の参考となる
九州大会（26～31日・沖縄県）に初出場となります。

44 年ぶりの決勝進出に歓声
指商野球部準優勝、九州大会へ

　10月15日、市社会体育功労者とスポーツ優秀選手
の表彰式が市役所指宿庁舎で行われました。市の社
会体育に尽力し、功績のあった人や社会体育振興の
ために活動している団体、優秀な成績を収めた選手
や団体に対し、その努力をたたえ表彰するものです。
今年は社会体育功労者４人と陸上競技やソフトテニ
スなど各分野で活躍されたスポーツ活動優秀選手31
人が表彰されました。

ス ポーツを通じて社会貢献
社会体育功労者等を表彰

表彰された受賞者の皆さん

協定書を交わす豊留市長と大迫組合長（右）

　10月７日、市は市郡電気工事業協同組合（大迫耕
太郎組合長・市内18業者）の要請を受け、災害時に
おける電気設備等の応急対策業務に関する協定を締
結しました。市の管理する施設の電気設備等および
配線の機能確保・復旧に関して、市の要請に対して
同組合が早期の電力設備回復に対応していただきま
す。豊留市長は、「市民の安全・安心を守るため皆さ
んのお力添えがありがたい」とお礼を述べました。

災 害時の設備応急対策
電気工事業協同組合と協定を締結
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Information情 報 掲 示 板
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11月
2013

■
期
日　

11
月
23
日（
土
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
30
分
ま
で
に
太
平

次
公
園

■
終
了　

12
時
（
予
定
）

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

１
０
０
円

○
非
会
員　

３
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

11
月
21
日（
木
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

■
日
時　

11
月
17
日（
日
）９
時
〜

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料

○
大
人　

１
，０
０
０
円

○
中
学
生
〜
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

11
月
14
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

運
営
委
員
会
（
か
い
も
ん
山
麓

ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

☎
32
５
５
６
６

催
し

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
の
ま
ち
「
い
ぶ
す
き
」

市
民
ウ
オ
ー
ク

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

2013

11. 10【日】SUN

休暇村指宿エコキャンプ場開催場所
10：00～16：00開催時間

問い合わせ先　いぶすきマルシェ実行委員会事務局　☎㉒5828　https://www.facebook.com/ibumaru

もっと充実、もっと楽しく
第６回いぶすきマルシェを開催！
　「マルシェ」とはフランス語で「市場」の意味です。今
回は会場を休暇村指宿エコキャンプ場に移し、緑あふれる
自然の中で開催します。新鮮な食材やお気に入りの雑貨を
探しながら、ちょっとカフェで一休み、地元グルメを味わ
ってみたり、ライブを見たり、楽しい催しがいっぱいです。
お誘い合わせの上、どうぞご来場ください。

市
立
図
書
館
で
は
、
図
書
館
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
「『
和
』
〜
日
本
の
伝
統

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
展
示
や
図
書

館
講
座
を
行
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

紙
ず
も
う
大
会

■
日
時　

11
月
23
日（
土
）14
時
30

分
〜
16
時

■
場
所　

山
川
図
書
館

■
参
加
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

第
３
回
図
書
館
講
座

■
日
時　

11
月
29
日（
金
）19
時
30

分
〜
20
時
30
分
（
受
付
19
時
）

■
場
所　

山
川
図
書
館
２
階
ホ
ー

ル
■
演
題　

「
は
っ
け
よ
い　

の
こ

っ
た
！！
行
司
さ
ん
に
聞
い
て
み

よ
う
」

■
講
師　

式し
き
も
り
た
ま
さ
ぶ
ろ
う

守
玉
三
郎
氏
（
上
釜

洋
二
氏
）
丹
波
校
区
出
身

■
定
員　

１
０
０
人

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

山
川
図
書
館
の
窓

口
か
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

折
り
紙
教
室

■
日
時　

12
月
１
日（
日
）10
時
〜

11
時
30
分
（
受
付
９
時
45
分
）

■
内
容　

お
正
月
飾
り
を
作
ろ
う

■
場
所　

指
宿
図
書
館
２
階
多
目

的
集
会
室

■
対
象　

一
般

■
定
員　

15
人

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

指
宿
図
書
館
の
窓

口
か
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
本
の
提
供

　

古
く
な
っ
た
雑
誌
や
複
数
冊
あ

る
本
な
ど
、
図
書
館
で
所
蔵
で
き

な
い
本
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

■
期
間

○
指
宿
図
書
館　

11
月
19
日（
火
）

○
山
川
図
書
館　

11
月
23
日（
土
）

〜
12
月
１
日（
日
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
図
書
館

　

☎
㉓
２
８
２
７

○
山
川
図
書
館

　

☎
35
３
３
０
０

　

日
本
の
だ
し
文
化
を
支
え
る
食

材
「
か
つ
お
節
」。

　

今
年
は
、
か
つ
お
節
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
て
、
５
０
０
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

歴
史
的
な
年
を
迎
え
、
さ
ら
な

る
か
つ
お
節
の
普
及
を
図
る
た
め
、

山
川
水
産
加
工
業
協
同
組
合
は
、

11
月
24
日（
日
）の
「
い
い
節
の
日
」

に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
茶
ぶ
し
の
振
る
舞
い

や
花
か
つ
お
の
削
り
実
演
販
売
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
24
日（
日
）10
時
〜

〜
15
時
（
予
定
）

■
場
所　

道
の
駅
山
川
港
活い

お
海

道
問
い
合
わ
せ
先

　

山
川
水
産
加
工
業
協
同
組
合

　

☎
34
０
１
５
５

世
紀
の
大
彗
星
！
を
楽
し
も
う

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
ア
イ
ソ
ン
彗
星
の
謎
と
魅

力
を
楽
し
む
講
演
会
と
観
察
会
を

行
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
参
加
料
は
無
料
で
す

が
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

ま
な
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

ア
イ
ソ
ン
彗
星
や
ハ
レ
ー
彗
星
、

百
武
彗
星
な
ど
の
謎
に
つ
い
て
、

き
れ
い
な
映
像
を
交
え
な
が
ら
紹

介
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
30
日（
土
）13
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

世
紀
の
大
彗
星　

ア
イ

ソ
ン
彗
星
の
魅
力

■
講
師　

前
田
利
久
氏
（
鹿
児
島

県
天
文
協
会
長
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ス
タ
ー
・
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
④

　

太
陽
に
近
づ
き
長
い
尾
が
で
き

た
ア
イ
ソ
ン
彗
星
を
、
日
の
出
前

に
観
察
し
ま
す
。
一
等
星
の
ス
ピ

カ
や
土
星
と
一
緒
に
観
察
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
７
日（
土
）５
時
30

分
〜
７
時
（
受
付
５
時
15
分
〜
）

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

　

し
む
れ
駐
車
場

■
講
師　

前
田
利
久
氏
（
鹿
児
島

県
天
文
協
会
長
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

ロ
ビ
ー
で
は
、
百
武
彗
星
と
ア

イ
ソ
ン
彗
星
に
つ
い
て
の
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

図
書
館

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
24
日
は

い
い
節
の
日

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

　指宿養護学校では、学習発表会を開催します。
　子どもたちの日ごろの学習の成果をぜひ、ご観
覧ください。
■日時　11月24日（日）
○舞台発表　９：40～11：40
○製品販売（いぶようのぞみ市場・ＰＴＡバザー）
　13：00～13：45
○作品展示
■場所　指宿養護学校体育館
問い合わせ先
　指宿養護学校　☎㉓3211

回回

こだわりのセレクトマルシェがOPEN

いぶすきマルシェ
小雨決行、荒天中止

雑貨･フリーマーケットパフォーマンスカフェ・飲食店

18広報いぶすき　11月号2013.11　No.95ⅠBUSUKⅠ19



Information情 報 掲 示 板

・
定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次

　

第
、
締
め
切
り
ま
す
）

・
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
の
資
料
は
い
ぶ
す

　

き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
お

よ
び
指
宿
総
合
体
育
館
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
㉔
５
３
６
６　

　

鹿
児
島
指
宿
会
は
、
本
市
出
身

者
お
よ
び
本
市
と
ご
縁
が
あ
る
鹿

児
島
市
在
住
の
人
で
、
毎
年
交
流

会
や
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
郷
者
で
集
い
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
22
日（
金
）18
時
30

　

分
〜
21
時

■
場
所　

ジ
ェ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
パ

　

レ
ス

（
鹿
児
島
市
上
荒
田
19

－

１
）

■
会
費　

４
，０
０
０
円

■
申
込
締
切
日　

11
月
15
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先　

上
川
路
会
計
事

　

務
所
（
担
当　

赤
塚
）

　

☎
０
９
９-

２
５
２-

７
０
７
０

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
県
が
行
っ
て
い
る
少
子
化

対
策
「
世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
独
身
男

女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
結

い
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。　

　

素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

12
月
８
日（
日
）13
時
〜

■
場
所　

指
宿
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ

　

テ
ル

■
参
加
料　

１
，５
０
０
円

■
定
員　

男
女
各
25
人

■
対
象
者　

25
歳
〜
50
歳
ま
で

■
応
募
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

　

ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　

世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
係

　

上
村
悦
子

　

☎
０
９
０-

３
０
７
４-

５
０
７
３

　

FAX
32
２
３
２
４

　

平
成
26
年
度
の
指
宿
市
奨
学
資

金
お
よ
び
大
重
・
岩
崎
奨
学
資
金

の
貸
し
付
け
（
い
ず
れ
も
償
還
が

必
要
）
を
行
い
ま
す
。

　

高
等
学
校
や
大
学
等
へ
の
進
学

予
定
、
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人

で
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
人
は
、

必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

と
も
に
若
干
名

■
奨
学
生
の
資
格　

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
３
年
以
上
本
市
に
住
ん
で
い
る

人
の
子
弟

②
次
の
学
校
に
進
学
予
定
、
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
人

○
指
宿
市
奨
学
資
金

　

修
学
年
限
４
年
以
上
の
大
学
、

専
修
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

高
等
学
校

○
大
重
・
岩
崎
奨
学
資
金

　

修
学
年
限
４
年
以
上
の
大
学

　

た
だ
し
、
大
重
奨
学
資
金
に
つ

い
て
は
、
水
産
大
学
校
、
職
業

能
力
開
発
大
学
校
、
短
期
大
学
、

看
護
師
学
校
・
養
成
所
、
３
年

制
の
専
門
学
校
、
４
年
制
以
上

の
高
等
専
門
学
校
も
対
象

③
学
費
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
人

④
学
業
、
素
行
が
優
秀
で
身
体
が

丈
夫
な
人

■
貸
付
額
（
月
額
）

○
指
宿
市
奨
学
資
金

大
学
生
・
高
等
専
門
学
校
生
は

５
万
円
、
専
修
学
校
生
・
高
等

学
校
生
は
２
万
円

○
大
重
・
岩
崎
奨
学
資
金

　

３
万
円

■
貸
付
期
間　

正
規
在
学
期
間

■
申
込
方
法　

○
「
奨
励
資
金
申
込
書
」
と
「
奨

学
生
推
薦
書
」
を
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
窓
口
で
入
手
し
、

申
込
締
切
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

は
、
申
込
締
切
日
必
着
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

平
成
26
年
２
月

20
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
２
）

男
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ノ
ー
ト

　

肩
の
力
を
抜
い
て
人
生
の
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
30
日（
土
）13
時
〜

16
時
30
分

■
場
所　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
東
棟
３
階

■
講
師　

吉
岡
俊
介
氏
（
シ
ニ
ア

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
／
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■
定
員　

40
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
９-

２
２
１-

６
６
０
３

FAX
０
９
９-

２
２
１-

６
６
４
０

*harm
ony@

kagoshim
a-pac.jp

　

自
衛
官
候
補
生
の
２
次
募
集
と

高
等
工
科
学
校
の
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。
募
集
に
併
せ
て
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
17
日（
日
）10
時
〜

■
場
所　

中
央
公
民
館
講
堂

■
申
込
締
切
日　

12
月
６
日（
金
）

■
募
集
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

■
申
込
締
切
日　

平
成
26
年
１
月

10
日（
金
）

■
募
集
資
格　

中
学
校
課
程
修
了

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
の
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

問
い
合
わ
せ
先

○
自
衛
隊
知
覧
分
駐
所
（
南
九
州

市
役
所
内
）

　

☎
０
９
９
３-

８
３-

１
８
１
１

○
危
機
管
理
課
安
全
安
心
対
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

　

エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
会
議
は
、
環

境
保
全
に
関
す
る
行
政
と
の
情
報

交
換
会
の
開
催
や
、
地
域
の
身
近

な
環
境
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
り
、
研
修
会
へ
参
加
し
て
知
識

を
深
め
た
り
す
る
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
す

る
団
体
で
す
。

　

平
成
17
年
２
月
に
発
足
し
、
現

在
10
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運

動
の
推
進
を
主
と
し
、
チ
ラ
シ
や

の
ぼ
り
旗
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン

グ
な
ど
の
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
関
連

グ
ッ
ズ
の
作
成
・
配
布
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
手
で
環
境
に

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
会
議
事
務
局

（
環
境
政
策
課
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

　

自
分
に
適
し
た
運
動
を
行
う
た

め
に
は
、
自
分
の
体
力
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
運
動
能
力
を
測

定
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
同
日
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
も
開
催
し

ま
す
。

■
期
日　

11
月
18
日（
月
）

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

■
準
備
す
る
も
の　

動
き
や
す
い

服
装
と
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

■
内
容　

○
体
力
テ
ス
ト

・
時
間　

13
時
〜
19
時
（
受
付
は

18
時
ま
で
）

※
テ
ス
ト
の
所
要
時
間
は
、
１
時

間
程
度
で
す
。

・
内
容　

６
種
目
（
握
力
や
上
体

起
こ
し
な
ど
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

　

グ
講
習
会

・
時
間　

19
時
〜
20
時

・
内
容　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使

　

っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
肉
を
鍛

　

え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

体
力
テ
ス
ト
参
加
者
・

講
習
会
の
受
講
者

「
い
ぶ
す
き
の
集
い
」の

参
加
者

「
結
い
の
集
い
」
の

参
加
者

自
衛
官
候
補
生
・

高
等
工
科
学
校
生
徒

エ
コ
ラ
イ
フ

推
進
会
議
の
会
員

募
集

鹿
児
島
指
宿
会

 

男
性
講
座

 

説
明
会

 

自
衛
官
候
補
生

 

高
等
工
科
学
校
生
徒

　

昭
和
20
〜
40
年
代
を
中
心
に
、

指
宿
の
懐
か
し
い
写
真
１
５
０
点

を
一
堂
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
会
で
は
昭
和
30
年

代
の
指
宿
の
風
景
や
街
並
み
、
小

学
校
の
運
動
会
を
記
録
し
た
８
ミ

リ
映
像
も
上
映
し
て
い
ま
す
。

■
期
間　

11
月
24
日（
日
）ま
で

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ

■
入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

　

☎
㉓
５
１
０
０

そ
げ
ん
じ
ゃ
っ
た
な
ぁ
ー

い
ぶ
す
き
の
写
真
展
２

こ
れ
か
ら
の

男
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

　平成26年指宿市成人式を次の日程で開催します。
　家族をはじめ、市民の皆さんも来場し、新成人の
門出の日を一緒に祝うことができます。
　対象者には11月中旬に案内状を送付しますが、案
内状が届かなかった人は社会教育課へ問い合わせて
ください。なお、案内状がなくても入場できます。
■日時　平成26年１月４日（土）
　　　　○受付13：00～　○式典13：30～
■場所　市民会館大ホール
■対象　
○平成５年４月２日から平成６年４月１日までに生

まれた人で、市内に住所を有する人
○上記の時期に出生し、かつて市内に住所を有し、

市内の学校などに通ったことがある人
問い合わせ先

社会教育課社会教育係（時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ
内）　☎㉓ 5100

市成人式平成
26年

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

問
い
合
わ
せ
先

市
奨
学
生

大
重
・
岩
崎
奨
学
生
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庭
・
学
校
・
地
域
社
会
等
が
一
体

と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で

育
て
る
」
と
い
う
共
通
認
識
を
持

ち
、
地
域
社
会
に
お
け
る
大
人
の

役
割
を
再
確
認
し
、
子
ど
も
と
真

正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

子
ど
も
の
問
題
は
、
大
人
の
問

題
で
す
。
み
ん
な
で
青
少
年
を
健

全
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

11
月
１
日（
金
）〜
30
日

　
（
土
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

県
下
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
県
最
低
賃
金
が
、
10
月
27
日

（
日
）か
ら
時
間
額
６
６
５
円
に
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
労
働

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

http://kagoshim
a-roudoukyoku.

jsite.m
hlw

.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
９
９-

２
２
３-

８
２
７
８

　

11
月
11
日（
月
）か
ら
17
日（
日
）

ま
で
は
「
税
の
役
割
と
税
務
署
の

仕
事
」
を
テ
ー
マ
に
「
税
を
考
え

る
週
間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安

心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
国

や
地
方
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の

財
源
で
す
。

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
税
の
仕
組
み
や
使

い
道
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
・
公
平
な
課
税
と

徴
収
に
向
け
た
税
務
署
の
取
り
組

み
の
紹
介
等
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
中
、「
税
に
関

す
る
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
間　

11
月
８
日（
金
）〜
18
日

　
（
月
）

■
時
間　

９
時
30
分
〜
20
時

■
内
容　

作
文
・
習
字
・
硬
筆

■
場
所　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
指
宿

店
１
階
催
事
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
税
務
署
総
務
課

　

☎
㉒
２
５
４
８
（
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
い
「
２
」
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。）

　

12
月
は
、
給
与
等
に
か
か
わ
る

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で

す
。
毎
月
の
給
与
な
ど
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
１
年
間
の

合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額

に
対
す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な

い
の
が
普
通
で
す
。

　

源
泉
徴
収
税
額
の
過
不
足
分
を

精
算
す
る
手
続
き
が
「
年
末
調
整
」

で
す
。

　

指
宿
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整

の
手
続
方
法
や
税
法
の
改
正
点
の

説
明
、
用
紙
の
配
布
等
を
行
う
た

め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

事
業
主
や
事
務
担
当
者
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
14
日（
木
）14
時
〜

15
時
45
分

■
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　
指
宿
税
務
署
調
査
部
門

　

☎
㉒
２
５
４
８
（
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
い
「
２
」
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。）

「
働
く
み
ん
な
の
味
方
で
す　

労

働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
」

　

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
問
わ

ず
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

「
労
災
保
険
」
は
、
労
働
者
が

業
務
上
の
事
由
等
に
よ
り
負
傷
・

病
気
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
、
必

要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
雇
用
保
険
」
は
、
労
働

者
が
失
業
し
た
場
合
等
に
必
要
な

給
付
を
行
い
、
生
活
の
安
定
を
図

る
も
の
で
す
。　

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
従
業
員

が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

■
期
間　

11
月
１
日（
金
）〜
30
日

　
（
土
）

問
い
合
わ
せ
先

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉒
４
１
３
５

○
鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
９-

２
１
４-

９
１
７
５

　

平
成
26
・
27
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
設
計
等
、
業
務

委
託
お
よ
び
物
品
購
入
等
に
か
か

る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
を

行
い
、
資
格
者
名
簿
に
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

11
月
５
日（
火
）〜
12
月
20
日（
金
）

■
申
請
書
類
の
入
手
先

　

財
政
課
財
産
契
約
係

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課
財
産
契
約
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
４
３
）

　

青
少
年
は
、
社
会
の
か
け
が
え

の
な
い
一
員
で
、
未
来
へ
の
希
望

を
託
す
地
域
社
会
の
宝
で
す
。

　

次
代
の
指
宿
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
自
立
の
精
神
や
豊
か
な
感

性
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
持
っ
た
人
間
に
成
長
す
る
こ

と
は
、
市
民
全
員
の
願
い
で
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
家

お
知
ら
せ

労
働
保
険
適
用

促
進
の
強
化
期
間
で
す

競
争
入
札
参
加
資
格

申
請
の
受
付

「
郷ふ

る
さ
と土
に
学
び
・
育
む

青
少
年
運
動
」

強
調
月
間

県
最
低
賃
金
が
改
正

税
を
考
え
る
週
間

年
末
調
整
説
明
会

　

　
「
門
松
カ
ー
ド
」
は
、
公
益
財

団
法
人
か
ご
し
ま
み
ど
り
の
基
金

が
、
マ
ツ
資
源
の
保
護
や
緑
の
保

護
育
成
の
観
点
か
ら
門
松
を
絵
柄

と
し
て
カ
ー
ド
化
し
た
も
の
で
、

緑
化
意
識
の
向
上
啓
発
を
図
る
こ

と
等
を
目
的
と
し
て
、「
門
松
カ
ー

ド
募
金
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
門
松
カ
ー
ド
」
の
益
金

は
県
民
参
加
の
み
ど
り
づ
く
り
を

進
め
、
県
民
の
緑
化
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
潤
い
あ
る
美
し
い
郷
土

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地

域
の
緑
化
活
動
や
普
及
啓
発
活
動

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
価
格　

20
円
（
２
枚
１
組
）

■
申
込
方
法　

公
民
館
を
通
じ
て

申
し
込
む
か
、
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

12
月
13
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

さ
し
の
べ
た　

そ
の
手
が
こ
ど
も

の
命
綱

児
童
虐
待
が
、
全
国
的
に
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
を
死
に
至
ら
し
め
た
り
、
重
い

障
害
を
与
え
た
り
、
心
に
大
き
な

傷
を
残
し
た
り
す
る
な
ど
、
悲
惨

な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
毎

年
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
と
定
め
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
全
国
で
、
児
童
虐
待
防
止
の
た

め
の
広
報
・
啓
発
活
動
な
ど
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

虐
待
は
、
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
気
に
な
る
こ
と

が
身
の
回
り
で
起
こ
っ
た
場
合
に

は
県
中
央
児
童
相
談
所
、
ま
た
は
、

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※
通
報
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

■
児
童
虐
待
の
定
義

児
童
虐
待
は
、
次
の
４
つ
に
類

型
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る　

な
ど

②
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き

ょ
う
だ
い
間
の
差
別
的
扱
い
、

児
童
の
目
の
前
で
配
偶
者
へ
の

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
を
行
う　

な
ど

③
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性

交
を
見
せ
る
、
児
童
を
裸
に
し

て
写
真
を
撮
影
す
る　

な
ど

④
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不

潔
に
す
る
、
家
に
放
置
す
る
、

自
動
車
に
放
置
す
る
、
保
護
者

以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を

放
置
す
る　

な
ど

　
　

通
報
先

県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
９-

２
６
４-

３
０
０
３

通
報
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉓
１
０
６
３
（
直
通
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

　

へ
の
燃
え
広
が
り
を
防
ぐ
た
め

　

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
消
防
署

　

☎
㉒
５
１
１
１

○
山
川
・
開
聞
分
遣
所

　

☎
34
０
１
１
９

そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
先

○
火
災
・
救
急
・
救
助

　

☎
１
１
９

○
病
院
の
問
い
合
わ
せ

　

☎
㉒
６
８
６
８
（
テ
レ
ホ
ン
サ

　

ー
ビ
ス
）

11
月
９
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）

ま
で
、「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

初
日
の
９
日（
土
）の
７
時
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
以
外
に
も
訓
練

な
ど
で
鳴
ら
す
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
内
で
は
、
今
年
す
で

に
18
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
（
９
月
20
日
現
在
）。

一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
つ

い
て
考
え
、
わ
が
家
の
防
火
対
策

を
確
認
し
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
　住

宅
防
火
に
は
、
習
慣
と
対
策

の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　O

Ｎ
の
ま
ま
」

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

「
門
松
カ
ー
ド
募
金
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

※オレンジリボンには、児童虐待
　を防止するというメッセージが
　込められています。
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ランチメニュー温

　

県
行
政
書
士
会
指
宿
支
部
で
は
、

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
身

近
な
相
談
ご
と
な
ど
、
誰
で
も
気

軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

■
期
日

○
11
月
21
日（
木
）

○
12
月
19
日（
木
）

■
時
間　

13
時
〜
16
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
小
会

議
室

※
緑
色
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が
目
印

　

で
す
。

■
相
談
内
容

　

相
続
・
贈
与
・
遺
産
相
続
協
議

　

書
、
車
事
故
・
自
動
車
事
故
損

　

害
賠
償
請
求
・
車
庫
証
明
・
登

　

録
、
離
婚
・
慰
謝
料
・
養
育
費

　

請
求
、
分
筆
・
土
地
境
界
、
公

　

正
証
書
・
遺
言
書
作
成
、
各
内

　

容
証
明
作
成
、
成
年
後
見
人
、

　

外
国
人
の
入
管
手
続
き
・
登
録

　

な
ど

※
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

　

ま
す
。

■
相
談
員　

県
行
政
書
士
会
指
宿

支
部
会
員

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会　

指
宿

　

支
部
長　

松
﨑
勲

　

☎
㉒
６
８
１
１

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
ワ

ク
チ
ン
が
「
沈
降
７
価
肺
炎
球
菌

結
合
型
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
７
価
）」

か
ら
「
沈
降
13
価
肺
炎
球
菌
結
合

型
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
13
価
）」に
な

り
ま
し
た
。

　

途
中
ま
で
７
価
を
接
種
し
て
い

る
場
合
で
も
、
13
価
で
の
接
種
と

な
り
ま
す
の
で
、
残
り
の
回
数
を

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
配
付
し
て
あ
る
予
診

票
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
接
種
期
間
が
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
生
後
２
カ
月
か
ら
７
カ
月
に
至

る
ま
で
の
間
に
接
種
を
開
始
し

た
場
合

追
加
接
種
は
初
回
接
種
終
了
後

「
60
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
」

１
回
接
種
す
る
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、「
60
日
以
上
の
間
隔
を

お
い
た
後
で
、
生
後
12
カ
月
に

至
っ
た
日
以
降
」
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

②
生
後
７
カ
月
に
至
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
１
歳
に
至
る
ま
で
の
間

に
接
種
を
開
始
し
た
場
合

初
回
２
回
目
の
接
種
は
、「
生
後

12
カ
月
に
至
る
ま
で
」に
行
い
、

超
え
た
場
合
は
２
回
目
の
接
種

は
行
わ
ず
追
加
接
種
す
る
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
「
生
後
13
カ

月
に
至
る
ま
で
」
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
係

　

☎
34
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
係

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　

「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ

の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
は
必
ず
読

み
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
質
問
票
・
質
問
票
回
答

用
紙
」
は
欠
格
事
由
や
辞
退
希
望

の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
、
大

切
な
書
類
で
す
。
受
け
取
っ
た
ら
、

回
答
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
速
や
か
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

  

☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

　

検
察
官
が
行
っ
た
不
起
訴
処
分

が
正
し
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

「
検
察
審
査
員
」
の
候
補
者
は
、

選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
無
作
為
に

選
定
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
中
か
ら
、
３
・
６
・

９
・
12
月
に
、
検
察
審
査
員
お
よ

び
補
充
員
が
選
定
さ
れ
ま
す
。
候

補
者
に
選
ば
れ
た
人
に
は
、「
検
察

審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の

お
知
ら
せ
」
と
「
質
問
票
・
質
問

票
回
答
用
紙
」
が
、
11
月
中
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

小
児
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
改
正

県
行
政
書
士
会
の

無
料
相
談
会

検
察
審
査
員
の

候
補
者
選
出

いぶすき菜の花マラソン大会
第33回

■会場　いぶすき菜の花マラソン大会コース
■参加料　5,000円
■申込方法
○インターネット（大会ホームページ）　　　
　http://ibusuki-nanohana.sakura.ne.jp
○電話（10：00～17：30　平日のみ)　
☎0570－550－846（音声ガイダンスに従ってくださ
い。）

■申込締切日　11月30日（土）
※郵便振替による申し込みは10月末で終了しました。　
■申し込みについての問い合わせ先
○いぶすき菜の花マラソンエントリー事務局
　☎0120－711－951
■大会についての問い合わせ先
○いぶすき菜の花マラソン大会実行委員会事務局
　☎㉒2550

■
狩
猟
期
間

○
狩
猟
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
以
外
）

11
月
15
日（
金
）〜
平
成
26
年
２

月
15
日（
土
）

○
イ
ノ
シ
シ　

　

11
月
15
日（
金
）〜
平
成
26
年
３

月
15
日（
土
）

※
銃
猟
は
日
の
出
か
ら
日
の
入
り

ま
で

■
狩
猟
期
間
中
の
注
意
事
項

○
山
林
内
で
の
仕
事
や
農
作
業
、

観
光
な
ど
で
野
山
に
入
る
場
合

は
、
目
立
つ
服
装
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
狩
猟
者
が
周
囲
に
い
る
場
合
は
、

声
を
掛
け
、
事
前
に
居
場
所
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
住
居
が
集
合
し
て
い
る
地
域
な

ど
、
人
や
飼
養
動
物
に
弾
丸
が

到
達
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
で

の
銃
猟
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
指
宿
警
察
署
（
☎
㉒

２
１
１
０
）、ま
た
は
耕
地
林
務

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

　

事
業
所
得
等
を
有
す
る
白
色
申

告
の
人
に
対
す
る
現
行
の
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
１
月
か
ら
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
す
。

※
現
行
の
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
者
は
、
白
色
申
告

者
の
う
ち
前
々
年
分
あ
る
い
は

前
年
分
の
事
業
所
得
等
の
金
額

の
合
計
額
が
３
０
０
万
円
を
超

え
る
人
で
す
。

対
象
と
な
る
人　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た

は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
う
全
て
の
人
で
す
。

※
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

人
も
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

記
帳
す
る
内
容

売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕

入
れ
や
そ
の
他
の
必
要
経
費
に

関
す
る
事
項
を
帳
簿
に
記
載
し

ま
す
。
記
帳
に
当
た
っ
て
は
、

一
つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な

く
、
日
々
の
合
計
金
額
の
み
を

ま
と
め
て
記
載
す
る
な
ど
、
簡

易
な
方
法
で
記
載
し
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

帳
簿
等
の
保
存

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載

し
た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴

っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取

っ
た
請
求
書
・
領
収
書
な
ど
の

書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）

の「
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る

方
の
帳
簿
の
記
載・記
録
の
保
存

に
つ
い
て
」を
閲
覧
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
税
務
署

　

☎
㉒
２
５
４
８

期間限定

温温温温温温温温温温温温温温温温温温温ランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニュー温温温温温温温ランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニュー

　11月から冬季限定「温ランチメニュー」を始めました。そうめん
（550円）とセットで注文されると100円引きとなりお得です。心も
体も温まる料理をお楽しみください。また、温かいそうめん「温麺
（630円）」や昔ながらのマス料理として「せせら焼き（鉄板焼き）」
も期間限定販売します。忘新年会等にご利用ください。
※「せせら焼き」（1,400円）は、事前予約（４名様より）が必要です。

予約・問い合わせ先　市営唐船峡そうめん流し　☎㉜2143

※「せせら焼き」（1,400円）は、事前予約（４名様より）が必要です。

黒豚丼

せせら焼き

※「せせら焼き」（1,400円）は、事前予約（４名様より）が必要です。

ます重

市営唐船峡そうめん流し市営唐船峡そうめん流し 営業時間　10：00～17：00

始めました

狩
猟
の
解
禁
期
間

保存が必要なもの 保存
期間

帳簿

収入金額や必要経費を記載した帳簿
（法定帳簿） ７年

業務に関して作成した上記以外の帳簿
（任意帳簿） ５年

書類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

５年
業務に関して作成し、または受領した請求
書、納品書、送り状、領収書などの書類

平
成
26
年
１
月
か
ら
の

記
帳
保
存
等
制
度

※「せせら焼き」（1,400円）は、事前予約（４名様より）が必要です。

ます釜飯

【帳簿書類の保存期間】

記
帳
・
帳
簿
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大

接種開始時期  接種回数 接種間隔 （最初の接種時の月齢）

生後２カ月から７カ月に至
るまでに開始 

○初回接種：３回
（生後12カ月までに
行い、超えた場合は
接種は行わない）
○追加接種：１回

○初回接種
27日以上の間隔をおいて接種
○追加接種
初回３回目から60日以上の間隔を
おいた後であって、生後12カ月に
至った日以降に接種 

生後７カ月に至った日の翌
日から１歳に至るまでに開
始 

○初回接種：２回
（生後13カ月までに
行い、超えた場合は
接種は行わない）
○追加接種：１回

○初回接種
27日以上の間隔をおいて接種
○追加接種
生後12カ月以降に、初回２回目か
ら60日以上の間隔をおいて接種 
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献本 次の方から献本がありました。
原口　泉さん

　
　
　

が
家
も
つ
い
に
孫
が
５
人

　
　
　

に
な
り
ま
し
た
。
３
人
は

外
で
遊
び
た
が
り
で
、
池
田
湖
や

指
宿
の
公
園
で
遊
ん
で
い
ま
す
が
、

ブ
ラ
ン
コ
が
な
い
の
で
乗
り
た
が

り
ま
す
。
１
カ
所
で
も
あ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（
₆₆
歳　

マ
ロ
ン
）

　
　
　

内
に
は
、
多
く
の
公
園
が

　
　
　

あ
り
、
ブ
ラ
ン
コ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
公
園
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
近

く
の
湊
児
童
公
園
や
指
宿
図
書
館

横
の
指
宿
西
公
園
な
ど
。
公
園
に

よ
っ
て
い
ろ
ん
な
遊
具
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

川
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の

　
　
　

ま
ね
を
し
て
、
家
で
も
お

味
噌
汁
に
オ
ク
ラ
を
入
れ
て
み
た

ら
と
て
も
お
い
し
い
で
し
た
。
皆

さ
ん
も
お
試
し
あ
れ
♪

（
₅₄
歳　

ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

元
の
特
産
品
を
使
っ
た
お

　
　
　

手
軽
レ
シ
ピ
で
す
ね
。
オ

ク
ラ
の
ね
ば
ね
ば
が
食
欲
を
そ
そ

り
ま
す
。

　
　
　

月
₂₂
日
、
ク
リ
ー
ン
指
宿

　
　
　

で
し
た
。
ご
近
所
の
皆
さ

ん
と
除
草
活
動
を
し
ま
し
た
。
周

囲
も
私
の
心
も
ク
リ
ー
ン
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
観
光
地
に
住

む
者
と
し
て
、
来
訪
者
へ
の
お
・

も
・
て
・
な
・
し
の
１
つ
か
な
と

思
い
ま
し
た
。（

₆₂
歳　

茶
位
姫
）

　
　
　

民
の
お
も
て
な
し
の
心
は
、

　
　
　

観
光
客
に
も
き
っ
と
届
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
指
宿
を
訪

れ
る
観
光
客
が
も
っ
と
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

　
　
　

の
前
応
募
し
て
い
た
健
幸

　
　
　

マ
イ
レ
ー
ジ
で
、
当
選
と

の
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夢

の
よ
う
な
チ
ケ
ッ
ト
が
手
元
に
届

き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

行
政
の
取
り
組
む
課
題
に
対
し
、

市
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

所
は
、
ど
こ
に
も
な
い
の
で
は
。

市
が
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
立
て
て

も
、
市
民
が
参
加
し
な
い
と
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
に
な
り
、

ま
た
、
賞
品
ま
で
も
ら
え
る
な
ん

て
。
今
後
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

自
分
の
体
調
に
無
理
の
な
い
運
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
₆₉
歳　

女
性
）

　
　
　

幸
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま

　
　
　

っ
て
６
カ
月
。
皆
さ
ん
が

元
気
に
運
動
し
て
、
健
康
で
長
生

き
で
き
る
ま
ち
に
な
る
と
い
い
で

す
ね
。
今
年
度
の
抽
選
も
あ
と
２

回
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

報
い
ぶ
す
き
が
カ
ラ
ー
版

　
　
　

に
な
る
時
と
、
白
黒
に
な

る
時
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
節

約
の
１
つ
な
の
で
す
か
？

（
₅₅
歳　

₅₅
才
の
プ
リ
ン
ス
）

　
　
　

に
２
回
発
行
さ
れ
る
広
報

　
　
　

い
ぶ
す
き
。
カ
ラ
ー
の
通

常
版
と
白
黒
の
お
知
ら
せ
版
が
あ

り
ま
す
。
経
費
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、

適
切
な
情
報
発
信
の
時
期
と
読
み

や
す
い
適
度
な
情
報
量
な
ど
に
も

考
慮
し
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

日
、
職
場
の
津
波
訓
練
が

　
　
　

あ
り
ま
し
た
。
家
に
い
た

ら
ど
こ
へ
ど
う
避
難
す
る
の
か
、

も
う
一
度
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
、
家
族

で
確
認
し
、
話
し
合
お
う
と
思
い

ま
し
た
。
生
命
、
自
分
の
命
は
自

分
で
守
ら
な
く
て
は
…
。

（
₅₀
歳　

笑
々
）

　
　
　

つ
や
っ
て
く
る
か
分
か
ら

　
　
　

な
い
自
然
災
害
の
脅
威
。

い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
は
、
日
ご

ろ
か
ら
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　

月
₁₉
日
の
中
秋
の
名
月
。

　
　
　

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
ね
。

夜
空
の
下
、
と
て
も
明
る
く
て
神

秘
的
で
感
動
し
ま
し
た
。

（
₂₆
歳　

チ
キ
ン
南
蛮
）

　
　
　

干
雲
が
残
っ
て
い
ま
し
た

　
　
　

が
、
夜
空
に
き
れ
い
に
輝

い
て
い
ま
し
た
。
中
秋
の
名
月
は
、

必
ず
し
も
満
月
と
は
限
ら
ず
、
次

回
、
満
月
の
中
秋
の
名
月
を
見
ら

れ
る
の
は
８
年
後
だ
そ
う
で
す
。

我

９こ

広先

９

市地

健月

夜風に揺られるススキと中秋の名月

地域の人たちと協力して清掃活動

湊児童公園のブランコ

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見などを掲
載しています。

山

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい

い若

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

11月の図書館カレンダー

カメラが撮らえた富士山の
明治・大正・昭和
石津　伸子（著）
中経出版

図書館からのお知らせ
特別整理期間のお知らせ…………………………
　指宿図書館では、11月12日（火）～17日（日）の
期間、蔵書点検や館内整理のため休館します。
ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解・ご協力
をお願いします
読書週間の取り組みについて……………………
　11月９日（土）までの読書週間に次の取り組み
を行っています。
■指宿図書館
・職員おすすめ本の展示、リストの配布
・しおりの配布
■山川図書館
・職員おすすめ本の展示、しおりの配布
メールでの予約連絡について……………………
　予約された本の連絡をメールで受け取ること
ができますが、送信がエラーになり、メールで
連絡できない場合があります。受信設定をされ
ている方は次のアドレスからメールが受信でき
るように設定を行ってください。
ibulib1@ibusuki-lib.jp
　また、ホームページにパスワードおよびメー
ルアドレスの登録について手順を掲載していま
す。こちらも参考にしてください。なお、分か
らない場合は、図書館へ問い合わせください。

今 月 の お す す め

おにいちゃんといもうと
シャーロット・ゾロトウ（文）
はたこうしろう（絵）
おーなり由子（訳）
あすなろ書房

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

11
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

【内容】
　2013年に、「世界文化遺産」に登録された富士山の明治・
大正・昭和初期の様子を当時の貴重な写真で紹介。当時の
富士登山や山頂の様子、登山の服装なども掲載されていま
す。富士山の歴史を写真で楽しみましょう。

【内容】
　小さな妹にちょっかいを出さずにいられないお兄ちゃん。妹
はいつも泣かされてばかりいますが、ある日、小さな変化が…。
　どこの家にもきっとある、幼い兄妹の日常を描いた、心温ま
る作品です。

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

よるのおはなし会（指宿図書館）………19：30～20：00
演じ手：花いちもんめの皆さん

ふれあい映画会（山川図書館）…………14：00～14：40

ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

おはなしのとびら（指宿図書館）………10：30～11：15
演じ手：フルーツバスケットの皆さん

第３回図書館講座（山川図書館）………19：30～20：30

火曜

９日

23日

24日

８日

29日

日

行　

事　

な　

ど

1
金
指
宿
養
護
学
校
自
由
参
観
週
間（
〜
７
日
）

2
土
開
聞
地
域
文
化
祭（
〜
３
日
）

サ
イ
エ
ン
ス
倶
楽
部

3
日　
文
化
の
日

指
商
デ
パ
ー
ト

4
月　
振
替
休
日

砂
む
し
旗
争
奪
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

5
火

6
水
心
の
健
康
相
談

7
木
学
校
給
食
の
試
食
会

8
金
税
に
関
す
る
作
品
展

9
土
指
宿
地
域
文
化
祭（
〜
₁₀
日) 

10
日
秋
の
開
聞
岳
登
山
研
修
会

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

い
ぶ
す
き
マ
ル
シ
ェ

11
月

12
火
粗
大
ご
み
収
集
日（
福
元・町・大
山・利
永
区
）

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
家
族
交
流
会

13
水

14
木
障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

家
族
介
護
教
室

年
末
調
整
説
明
会

15
金
戦
没
者・市
民
戦
災
死
亡
者
追
悼
式

16
土
山
川
地
域
文
化
祭（
〜
₁₇
日) 

市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

17
日
健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

18
月
体
力
テ
ス
ト・バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
講
習
会

19
火
粗
大
ご
み
収
集
日（
成
川・小
川・岡
児
ヶ
水・浜
児
ヶ
水
区
）

20
水

21
木
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

移
動
年
金
相
談

22
金
い
ぶ
す
き
の
集
い

23
土
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
山
川
図
書
館
）

24
日

「
いい
節
の
日
」イ
ベ
ン
ト

指
宿
養
護
学
校
学
習
発
表
会

い
ぶ
す
き
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ

市
駅
伝
競
走
大
会

25
月

26
火
粗
大
ご
み
収
集
日（
鰻・尾
下
区
）

27
水

28
木

29
金
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
山
川
図
書
館
）

30
土
男
女
共
同
参
画
男
性
講
座

曜

市

※₁₁月₁₂日～₁₇日は特別整理期間のため指宿図書館は
　休館します。
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指
宿
地
域

今
村　

由ゆ
い
な菜　

道
下
上　

朋　

久

里　

美

德
永　

陸り
く
と斗　

大
園
原　

有　

紀

裕　

香

西
園　

紗さ

ら良　

大
園
原　

耕　

平

　

幸

増
永　

瀧そ
う
た太　

大　

当　

一　

将

智　

子

德
山　
　

碧　

外
城
市　

勝　

英

由
美
子

水
迫　

源げ
ん
た太　

二
月
田　

寛　

志

慈　

子

田
中　

陽ひ
ま
り葵　

五
郎
ヶ
岡　

喜　

巳

綾　

乃

中
村　

光こ
う
し
ん真　
弥
次
ヶ
湯　

久　

光

真　

美

濵
嶋　

彩あ
や
の乃　

柳　

田　

友　

樹

美
以
子

西
園　

彩あ
や
と翔　

柳　

田　

真
太
郎

美　

和

野
元　

星せ
い
な那　

湯
之
里　
　

淳　
未　

貴

渡
邉　

心こ
は
る陽　

潟　

山　

周　

一

智　

代

寺
内　

悠ゆ
う
ま真　

潟　

山　

修　

一

絵　

美

水
迫　

義よ
し
と翔　

潟　

山　

智　

弘

洋　

子

渡
瀨　

雲た
い
と龍　

湊　

上　

智　

治

有　

香

前
田　

一か
ず
き樹

※　

湊　

中　

浩　

行

直　

子

櫟
山　

笑え
み
と斗

※　

湊　

南　

裕　

輝

美　

穂

坂
元　

竜
佑　

迫　

北　

信
一
朗

真
由
美

有
留　
　

蓮れ
ん　

迫　

北　

博　

文

亜　

矢

門
原　

凛り

お桜
※　

中
小
路　

裕　

也

祐　

希

下
髙
原　

楓か
え
で※　

中
小
路　
　

孝　
圭　

子

上
髙
原　

涼　

小　

田　
　

光　

　

礼

篠
原　
　

結ゆ
い　

小　

田　

良　

武

真　

紀

東　
　

葵あ
お
い陽

※　

下　

里　

知　

昭

亜
須
香

川
﨑　

琉り
ゅ
う
は葉

※　

池　

崎　

章　

司

か
す
み

山
川
地
域

馬
場　

結ゆ
う
し
ん心

※　

川　

口　
　

剛　
ゆ
か
り

中
島　
　

史ふ
み　

山　

神　

拓　

哉

な
お
み

新
村
紗さ

や

な
也
奈　

上　

出　

隆　

幸

素　

子

尾
立　

一い
ち
か華　

野　

元　
　

剛　
一　

菜

開
聞
地
域

上
村　

希の

あ歩
※　

加　

治　

裕　

一

文　

子

田
中　

志し

ま麻
※　

田　

中　

雄　

大

美
由
紀

里
中　

優ゆ
う
な奈

※　

川
尻
中　

広　

喜

奈
穂
美

横　

山　
　
　

繁　

86　

北
十
町

諸　

留　

エ
ミ
子　

79　

久　

保

前　

薗　

キ
ミ
子　

84　

丈　

六

田
原
迫　

ヨ
シ
ヱ　

88　

玉　

利

加
治
屋　
　
　

宏　

82　

潟　

口

新
小
田　

藤　

吾　

84　

中
小
路

小　

吉　
　
　

繁　

88　

迫　

中

上　

野　

實　

義　

87　

道　

上

西
中
川　

フ　

ミ　

99　

中　

川

山
川
地
域

南　
　
　

ユ
キ
ネ　

89　
　

中

前　

薗　
　
　

勲　

88　

前
原
下

櫻　

井　
　
　

子　

87　
町
４
区
東

南　
　
　

義　

秀　

76　

森
松
東

上　

瀬　

シ　

ヲ　

104　

前
原
下

有　

馬　

純
一
郎　

87　
町
１
区
東

東　
　
　

タ
チ
子　

85　

谷
村
下

南　
　
　
カ
メ
ギ
ク　

96　
町
５
区
東

開
聞
地
域

津　

田　

ト　

ミ　

90　

松
原
田

西　

川　
イ
セ
マ
ツ　

95　

下　

吉

里　

中　

ミ
チ
ヱ　

92　
薩
摩
富
士
荘

濵　

上　

フ
ヂ
コ　

93　

鎮　

守

井　

上　

義　

則　

93　

谷　

村

山　

﨑　

チ　

ヱ　

91　

入　

野

市
外

山　

王　

和　

子　

85　
鹿
児
島
市

中　

濵　

シ　

ヅ　

85　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
肥
後
八
重

○
匿
名

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

９
月
30
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

市
外

西
瀬
戸
琉る

あ愛　

日
置
市　

直　

樹

由　

香

喜
原　

莉り

お音　

喜
界
町　
　

豊　
し
お
り

指
宿
地
域

澤　

山　

ス　

ギ　

85　

細
田
西

　
　

岡　

鐵　

哉　

78　

湊　

北

元　

脇　

忠　

男　

73　
細
田
東
前

田　

中　
　
　

廣　

83　
大
牟
礼
東

清　

水　

邦　

義　

82　

仮　

屋

吉　

元　

サ
チ
コ　

91　

迫　

北

坂　

元　

三
郎
次　

83　

南
迫
田

丸　

山　

ミ　

ヨ　

92　

中
福
良

吉　

元　
　
　

好　

91　

下　

里

上
髙
原　
　
　

保　

80　

玉　

利

竹　

山　

淳　

子　

50　

永　

吉

秋　

元　

絹　

子　

88　
弥
次
ケ
湯

大
久
保　

キ
サ
ヱ　

89　

大　

当

西　

村　

律　

子　

61　
五
郎
ケ
岡

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼
お
く
や
み

あ
お
い

り
ゅ
う
す
け

たくさん遊ぼうね。
櫟山　笑

えみと

斗ちゃん
お姉ちゃんと仲良く、
元気に育ってね♡

前田　一
かずき

樹ちゃん

家族みんな葵陽に癒や
される幸せな日々です

元気に大きく育ってね。

東　葵
あお い

陽ちゃん

里中　優
ゆう な

奈ちゃん

生まれてきてくれてあ
りがとう。大スキ!!

門原　凛
り お

桜ちゃん

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

元気で優しい心を持っ
た子に育ってね♪

思いやりのある優しい
子に育ってね。

ぜんちゃんと仲良く元
気に育ってね

川﨑　琉
りゅうは

葉ちゃん 下髙原　楓
かえで

ちゃん

田中　志
し ま

麻ちゃん

明るく元気に大きくな
ってね。

お兄ちゃん達に負ける
な!! 大きくなってね。

上村　希
の あ

歩ちゃん 馬場　結
ゆうしん

心ちゃん

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

　

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴

力
、
い
わ
ゆ
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、
人

権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
、

特
に
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
Ｄ
Ｖ
の
現
状

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
つ
い
て
、

全
国
１
，４
０
３
人
の
女
性
が
次

の
よ
う
に
回
答
し
て
い
ま
す
。

○
身
体
的
暴
力
が
あ
っ
た25

・
９
％

○
精
神
的
暴
力
が
あ
っ
た17

・
８
％

○
性
的
暴
力
が
あ
っ
た

14
・
１
％

　

う
ち
、
命
の
危
険
を
感
じ
た

４
・
４
％

※
資
料
引
用　

「
男
女
間
に
お
け

る
暴
力
に
関
す
る
調
査
（
平
成

24
年
）」内
閣
府

■
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
影
響

○
子
ど
も
へ
の
影
響
が
深
刻

○
生
活
困
難
に
陥
る
可
能
性

○
被
害
者
の
健
康
問
題

■
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
Ｄ

Ｖ
被
害
を
受
け
た
女
性
の
約
４

割
は
、
誰
に
も
相
談
し
て
い
な

い
状
況
で
す
。

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
は
、
最
寄
り
の

相
談
窓
口
を
案
内
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
を

○
全
国
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０-

５
５
２
１
０

○
指
宿
市
婦
人
相
談

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

○
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９-

２
２
２-

１
４
６
７

　
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

 
11
月
12
日（
火
）〜
25
日（
月
）

　
　「
女
性
に
対
す
る

　
　
　
　 

暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間

自然の理に導かれ佳き
人に！

キラキラ輝きながら大
きく育ってね☆

元気いっぱいの明るい
女の子に育ってね☆

福岡由
ゆ り か

理佳ちゃん西田　橙
だい や

矢ちゃん 櫨木　愛
あい る

琉ちゃん
【薩摩川内市】【日置市】 【鹿児島市】

り
ょ
う

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

応募・問い合わせ先　市長公室広報統計係　☎㉒2111（内線172）
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿歯科医師会　日高　一郎

Doctor

だ液と再石灰化とフッ素

　

だ
液
は
１
日
に
１
，０
０
０
～
１
，

５
０
０
ml
も
分
泌
さ
れ
ま
す
。

　

99
・
５
％
は
水
分
で
す
が
、
残
り

の
０
・
５
％
に
、
私
た
ち
の
体
に
と

っ
て
重
要
な
成
分
が
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ご
飯
を
噛か

み
続
け
る
と
甘
く
な
る

の
は
、
だ
液
の
中
の
酵
素
が
で
ん
ぷ

ん
を
麦
芽
糖
や
ブ
ド
ウ
糖
に
分
解
す

る
か
ら
で
す
。
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
の
は
、
食
べ
物
が
だ
液
だ
け
で
溶

け
て
舌
で
味
を
感
じ
る
た
め
で
す
。

　

だ
液
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
抗
菌
物

質
も
含
ま
れ
て
お
り
、
食
べ
物
な
ど

と
一
緒
に
口
に
入
っ
て
く
る
細
菌
の

害
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

　

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
だ

液
に
よ
る
歯
の
再
石
灰
化
と
成
熟
で

す
。

　

歯
の
表
面
か
ら
は
飲
食
の
た
び
に

カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
が
溶
け
出

し
ま
す
が
、
だ
液
中
に
あ
る
豊
富
な

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
で
常
に
修
復
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
え
て
間
も
な
い
歯
は
未

熟
で
す
が
、
だ
液
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
で
次
第
に
成
熟
し
、
数
年
で
虫
歯

に
対
し
て
抵
抗
性
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

歯
の
成
分
は
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

の
結
晶
で
す
。
エ
ナ
メ
ル
質
の
硬
さ

は
、
だ
い
た
い
水
晶
と
同
じ
く
ら
い

な
の
だ
そ
う
で
す
。
飲
食
を
す
る
と

数
分
以
内
に
歯
の
表
面
が
強
い
酸
性

に
な
り
、
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
で
リ
ン

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ

ン
と
リ
ン
酸
イ
オ
ン
に
分
解
さ
れ
、

歯
の
表
面
の
結
晶
が
壊
れ
て
ゆ
き
ま

す
。
こ
れ
が
脱
灰
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
だ
液
の
中
和
作
用
で

酸
性
度
が
弱
く
な
る
と
、
溶
け
出
た

イ
オ
ン
は
自
然
に
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
に
再
結
晶
化
し
ま
す
。
こ
れ
が
再

石
灰
化
で
す
。
つ
ま
り
、
歯
の
表
面

は
、
飲
食
の
た
び
に
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ

ル
で
脱
灰
と
再
石
灰
化
を
繰
り
返
し

て
い
る
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
、
通
常
の
飲
食

で
は
脱
灰
の
後
、
再
石
灰
化
が
す
ぐ

起
き
る
の
で
、
歯
に
穴
が
開
い
て
虫

歯
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

し
か
し
、
だ
ら
だ
ら
食
べ
た
り
飲
ん

だ
り
す
る
と
、
再
石
灰
化
が
追
い
つ

か
な
く
な
っ
て
歯
の
結
晶
が
崩
れ
続

け
、
結
果
と
し
て
歯
に
穴
が
開
き
、

虫
歯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
脱
灰

を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
だ
ら
だ

ら
と
飲
食
を
せ
ず
、
再
石
灰
化
を
促

進
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

よ
く
噛
ん
で
だ
液
を
出
し
酸
性
度
を

下
げ
る
こ
と
と
、
フ
ッ
素
配
合
の
歯

磨
き
剤
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
フ

ッ
素
は
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
結
晶

に
入
り
込
ん
で
結
晶
を
強
化
し
、
酸

性
に
な
っ
て
も
結
晶
を
壊
れ
に
く
く

す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ッ
素
は
、
自
分
の
歯
が
あ
る
人

す
べ
て
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
と
は

い
え
、
フ
ッ
素
の
毒
性
に
つ
い
て
は
、

摂
取
量
が
多
く
な
る
と
、
歯
に
白
色

の
斑
点
が
生
じ
た
り
、
歯
の
形
成
に

影
響
を
与
え
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
大
量
に
摂
取
す
る
と
、
骨
硬

化
症
を
は
じ
め
、
甲
状
腺
や
腎
臓
に

影
響
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
歯
磨
き
剤

に
入
っ
て
い
る
フ
ッ
素
の
量
は
、
ま

っ
た
く
影
響
の
出
な
い
極
微
量
で
す

の
で
、
心
配
は
な
い
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
強
い
歯
を
作
る
た

め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
フ
ッ
素
を
使
っ

た
虫
歯
予
防
を
心
掛
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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